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職業実践専門課程の基本情報について
平成28年7月1日

課外活動

■サークル活動： 有

■課外活動の種類

部活動
女子陸上競技部・バドミントン部・サッカー部・硬式テ
ニス部・ソフトテニス部・バスケットボール部・バレー
ボール部・野球部・ソフトボール部・剣道部・柔道部・
総合運動部・卓球部・少林寺拳法部・軽音吹奏楽部・
東洋医学研究部・ヘルス＆ビューティ部等

■クラス担任制： 有
■長期欠席者への指導等の対応

生徒指導
   日々の出席状況をクラス担任が把握し、欠
席が続く者には保護者へ連絡し、長期欠席
にならないように取り組んでいる。
付属クリニックにおける専門医の相談の場を
設けている。

卒業・進級
条件

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

　各科目の成績は１００点満点とし、定期試験及びそ
の他の各種資料（定期試験以外の試験、学習態度、
出席状況等）に基づいて決定する。原則として６０点
以上を合格とする。実技実習、臨床実習、臨地実習
及び体育実技の成績についても同様とする。

　学年末において、各学期末に行う試験、実習の成
果、履修状況等を総合的に勘案して行う。ただし、出
席時数が授業時数の３分の２に達しない者は、その
科目について評価を受けることができない。
　毎学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは
進級、卒業せしめないものとする。

長期休み

学期制度
■前期：04月 1日～9月30日

■後期：10月 1日～3月31日

■学年始：04月01日～04月03日

■夏　 季：07月30日～08月28日

■冬　 季：12月23日～01月  9日

■学年末：03月18日～03月31日

0

総授業時数

3

兼任教員数 総教員数

実技
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人

11
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演習講義
1965 0 10353000

実験実習修業年限

昼間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数

0

単位時間

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

福岡医療専門学校 平成23年4月1日 藤瀬 武

 〒８１４－０００５
福岡県福岡市早良区祖原３番１号

（電話） ０９２－８３３－６１２０

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地
学校法人

福岡医療学院 平成11年4月1日 理事長 藤瀬 武

〒８１４－０００５
福岡県福岡市早良区祖原３番１号

（電話） ０９２－８３３－６１２０

医療 医療専門課程 看護科
平成２５年文部科学省告

示第２号 -

目
的

　地域社会のさまざまな場面で、系統的に理解した専門的知識と技能を柔軟に応用かつ実践し、社会的役割を自覚しながら専
門職業人として研さんする看護師を育成する。

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士



100 ％

■卒業者に占める就職者の割合
※２

94.1 ％
（平成 27

2 名 1.7 ％
119 名（
117 名（

：
年度卒業者に関する

平成28年7月1日 時点の情報）

就職等の
状況

主な資格・
検定等

■中途退学者 ■中退率

■主な就職先、業界等
奄美徳洲会・今村病院分院・唐津赤十字病
院・九州中央病院・埼玉石心会病院・佐賀病
院・JR東京総合病院・湘南美容外科クリニッ
ク・東京医療センター・東京都立駒込病院・
戸田中央総合病院・新座志木中央総合病
院・西福岡病院・原三信病院・福岡記念病
院・福岡県済生会福岡総合病院・福西会病
院・牟田病院等

■就職率※１　　　　：

看護師国家試験受験資格

平成28年3月31日 在学者 平成28年3月31日 卒業者を含む）

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL: http://www.jusei.ac.jp/

■中退防止のための取組

■中途退学の主な理由

平成27年4月1日 入学者を含む）平成27年4月1日 在学者

経済的事由
成績不良

奨学金や教育ローンの拡充をはかり、経済的困難な学生のサポートに努めている。
入学予定者に対するサポートデスクを立ち上げ、入学までの学力向上を図っている。
複数担任制を導入し補充指導等をとおして、きめ細やかなサポートを継続している。

中途退学
の現状



※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義によ
る。
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就
職希望者で除したものとする。
②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）
として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいう。
③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就
職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取
得」などを希望する者は含まない。
（「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在
籍している学生等としている。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、留学生、聴講生、科目等
履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除いてい
る。）

※２「学校基本調査」の定義による。
全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいう。
「就職」とは給料，賃金，報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就い
た者は含めるが，家事手伝い，臨時的な仕事に就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が
不明の者は就職者として扱う。）



老年看護学実習Ⅰ
　地域や施設・病院で生活する高齢者とふれあい、加齢に伴う身
体的・精神的・社会的な変化の特徴を理解し、対象のニーズや生
活機能、健康障害に応じた日常生活援助の実際を学ぶ。

牟田病院・拾六町ディサービス・友田
病院・ケアセンターやし実
　
                                 総数４施設

成人看護学実習Ⅱ
　成人期にある対象の特徴を理解し、発達段階および健康レベル
に応じた看護が実践できる基礎的能力を養う。

福岡記念病院・福西会病院・西福岡
病院
 　　　　　　　　　　　　　　総数3施設

成人看護学実習Ⅲ
　成人期にある対象の特徴を理解し、発達段階および健康レベル
に応じた看護が実践できる基礎的能力を養う。

福岡記念病院・福西会病院
　
                                総数２施設

原田　広枝 日本看護研究学会　評議員

成人看護学実習Ⅰ
　成人期にある対象の特徴を理解し、発達段階および健康レベル
に応じた看護が実践できる基礎的能力を養う。

福岡記念病院
 
                                総数１施設

科　目　名

基礎看護学実習Ⅱ

連　携　企　業　等
福岡記念病院

                                 総数１施設

福岡記念病院・福西会病院
牟田病院

                                 総数３施設

基礎看護学実習Ⅰ

　入院している患者の健康上の問題を解決するために、看護過程
を理解・展開しながら看護を実践する能力を養う。

　日々進歩する医療に対応するため、医療の最前線で活躍している臨床経験が豊富な看護師で、厚生労働大臣の指定した実習指導者
講習会を修了した者を実習指導者を主に選定している。また、校内の演習施設や設備等を活用した指導ができ、校内演習の実施にあた
り、派遣された講師による年間を通じた定期的な指導から学修成果の評価を行うなどの体制をとることが可能な施設を選定している。

第２回　平成２８年　１１月１２日　１５：００～１７：００（予定）

２．主な実習・演習等
（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針）

１．教育課程の編成
（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針）

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿）
平成28年7月1日現在

　教育課程編成委員には、以下の両方または何れかの条件を満たす者を選定している。
１．業界団体に所属し、要職に就いている有識者
２．現場を指揮し、医療の最先端で活躍している院長や所属の長
　このような業界全体の動向、実務に関する知識や技術に関する知見を有する委員からの要請等を教育課程編成委員会にて協議してい
く。

　

　看護の活動の実際を知り、看護師の役割を学ぶ。また、基礎看
護学で学んだ知識・技術・態度を活用し、患者とのコミュニケーショ
ンを通じて、生活を整える援助が実践できる能力を養う。

科　目　概　要

（開催日時）
第１回　平成２８年　　６月１１日　１５：００～１７：００

所　　　属名　前
藤瀬　武

加藤　健一

福岡医療専門学校　校長

福岡医療専門学校　副校長

瀬戸山　美和

池田　悦子

隈部　康江

福岡医療専門学校　看護科　学科長

日本看護職副院長連絡協議会　幹事
医療法人社団正樹会　佐田整形外科病院　副院長

医療法人社団誠和会　牟田病院　看護部長



老年看護学実習Ⅱ
　地域や施設・病院で生活する高齢者とふれあい、加齢に伴う身
体的・精神的・社会的な変化の特徴を理解し、対象のニーズや生
活機能、健康障害に応じた日常生活援助の実際を学ぶ。

牟田病院

                       　　　　総数1施設

統合実習
　基礎教育の場から入職後の継続教育へとつなげる実習として、
より実践に近い形での実習を経験し、総合的な臨床実践能力を強
化する。

福岡記念病院

　　　　　　　　　　　　　　　総数1施設

小児看護学実習

在宅看護論実習

　小児期にある対象を理解し、小児看護に必要な基礎的知識と技
術を修得し、小児看護の役割を理解して適切な看護ができる能力
と態度を養う。

　地域で生活するさまざまなライフステージ・健康レベルにある
人々や家族を理解し、健康を保持・増進し、QOLを向上させるため
の看護活動について学ぶ。また、対象を支える社会資源を知り、
現状　の生活をふまえた看護を実践できる基礎的能力を養う。

福岡記念病・都城病院
西新保育園・高取保育園
第二高取保育園・早良保健福祉セン
ター
                       　　　　総数６施設

地域密着型特別養護老人ホーム　サ
ンガーデン・福岡記念病院・にのさか
クリニック・アップルハート福岡西・ワッ
ク訪問看護サービス・友田病院
　
　　　　　　　　　　　　　　　総数6施設

母性看護学実習

精神看護学実習

　女性の一生を通して健康の保持、増進および疾病の予防にかか
わる領域であり、看護の対象である人間を母性の側面からとらえ
る。

　精神の健康障害をもつ対象者を全人的に理解し、治療的な患者
―看護師関係を活用しながら、セルフケア拡大に向けた援助を実
施する。

福岡記念病院・都城病院
　
                      　　　　 総数２施設

のぞえ総合心療病院・障がい福祉
サービス事業所ビエント
　　　　　　　　　　　　　　　総数２施設

５．情報提供
（情報提供の方法）

朝日ホーム有限会社　顧問

福岡市立福岡西陵高等学校　元校長

うえの整骨院　院長　６期卒業生

所　　　属名　前
北原　孝子

下迫　勇夫

上野　啓介

URL:http://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html

URL:http://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
（学校関係者評価結果の公表方法）

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿）
　　　平成28年7月1日現在

３．教員の研修等
（教員の研修等の基本方針）

　本校は、教員が学生に対し、社会のニーズに応えることのできる即戦力及び臨床能力の高い医療技術者を育てるために、より職業実
践的な教育をすることを目的に掲げている。
　この目的を達成するためには、教員の資質向上は必須の条件となる。そこで、次に掲げた事項を進めることにより、教員の資質向上の
支援を行っている。
１．研修規程を定めて、計画的かつ継続的な研修受講を支援する。
２．本校付属臨床施設（福岡医療クリニック）での臨床経験を積むことにより、実際の現場での知識・技術の修得をすすめる。
３．外部機関（学会・研究会・研修等）に対して会場提供を積極的に行い、様々な分野での知識修得を奨励する。

４．学校関係者評価

牛尾　健介

木下　健一郎

松山　基光

山中　知愛

池田　悦子

はり灸整骨院地球の唄　院長

有限会社ひかり　代表取締役

医療法人西福岡病院　放射線科　科長

松山整骨院　院長

医療法人社団正樹会　佐田整形外科病院　副院長

http://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
http://www.jusei.ac.jp/outline/hyoka.html
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○ 表現法

 意図的コミュニケーションを理解し実践できる
基礎的能力を修得する。またコミュニケーション
を通じて，自己理解・他者理解を深め，ロールプ
レイを通して実践力を修得する。

1
前

30 2 ○ △ ○ ○

○ 化学
 物質の組成・性質・物質間の変化について学
び，生命現象の生化学的変化の理解する能力を修
得する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 生物学

 看護を学ぶ上で必要となる生命の流れを軸とし
た知識の整理を行う。細胞生理・生体内の物質の
流れ・からだの恒常性・遺伝等についての学びを
修得する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 統計学

 統計学的視点を持ち，看護研究時に統計学的手
法を用いる基礎を学ぶ。また，表計算ソフトを用
いて統計学的計算法ができるための基礎的能力を
修得する。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 情報科学

 現代に必要な情報科学の基本を理解し，情報の
適切な取り扱いができるための基礎的能力を修得
する。また，情報処理するためのパソコン操作能
力を身につけ，倫理観に基づいて情報管理ができ
る能力を修得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 社会学

 人間を取り巻く環境としての社会・家族・文化
が，人間にどのように影響を与えているかを理解
し，人間を社会的存在として多角的に学習するこ
とが必要である。社会のしくみやそれによる法の
整備，社会を構成する単位について学習し，看護
に必要となる社会的視点を理解する能力を修得す
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 心理学

 看護の対象は人間である。人間関係を円滑に
し，看護を実践するためには，人間を理解するこ
とが重要である。人間関係の基盤となる人間理解
を認知・行動・発達の側面から学び，社会的存在
としての人間を理解する能力を修得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 外国語Ⅰ

 社会の国際化に対応する能力を備えるために
は，一般的にも医学的にも汎用されている英語を
学習することは必要である。多様な文化的背景を
持つ外国人患者に対し，状況に応じて適切な配慮
ができ，国際化社会の中で看護実践として役立つ
基礎的対応能力を修得する。

1
前

15 1 ○ △ ○ ○

○ 外国語Ⅱ
 看護場面における基礎的な英会話を修得する。 2

前
15 1 ○ △ ○ ○

○ 保健体育

 看護は健康障害時の援助のみでなく，健康保持
増進にも重要である。相手の反応を確認する体験
を通して，仲間作りを行い，身体的トレーニング
法を学び，さらに自己の健康意識を高める能力を
修得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 家族論
 現代の家族の特徴を理解し，家族病理に関連す
る夫婦関係，親子関係についての学びを修得す
る。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 解剖生理学Ⅰ

 解剖学では人体の形態と構造を学び，生理学で
は役割と機能を学ぶ。人体の正常な構造と機能が
もとになり，病気の成り立ちが理解でき，それに
基づいて診断と治療・看護に役立てる能力を修得
する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（医療専門課程　看護科）平成２８年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 解剖生理学Ⅱ

 解剖学では人体の形態と構造を学び，生理学で
は役割と機能を学ぶ。人体の正常な構造と機能が
もとになり，病気の成り立ちが理解でき，それに
基づいて診断と治療・看護に役立てる能力を修得
する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 解剖生理学Ⅲ

 解剖学では人体の形態と構造を学び，生理学で
は役割と機能を学ぶ。人体の正常な構造と機能が
もとになり，病気の成り立ちが理解でき，それに
基づいて診断と治療・看護に役立てる能力を修得
する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 解剖生理学Ⅳ

 解剖学では人体の形態と構造を学び，生理学で
は役割と機能を学ぶ。人体の正常な構造と機能が
もとになり，病気の成り立ちが理解でき，それに
基づいて診断と治療・看護に役立てる能力を修得
する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 生化学

 生体を成り立たせる化合物は何か，また生体の
恒常性はどのように維持されているのかというこ
とを学び，生体の正常なしくみ・機能の破綻した
状態である病気を正しく理解する能力を修得す
る。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 栄養学

 生体内の物質代謝の流れの変化を科学的に解析
できる能力を修得する。人間の体を構成し，疾病
に抵抗する力は食べ物に含まれる成分（栄養）な
どの働きによって養われていることを理解する能
力を修得する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 微生物学

 微生物が人体に及ぼす影響を理解し，微生物学
を看護に応用できる能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 病理学

 健康から疾患に至るまでに起こる変化のプロセ
スについて学ぶ。臨床医学全般についての病理・
病態的変化の発生機序を学び，看護実践の基礎に
なる能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅰ

 各系統別の疾患と発生機序，主な疾患の診断・
検査・治療・予後について理解し，科学的根拠に
基づいた看護を展開する能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅱ

 各系統別の疾患と発生機序，主な疾患の診断・
検査・治療・予後について理解し，科学的根拠に
基づいた看護を展開する能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅲ

 各系統別の疾患と発生機序，主な疾患の診断・
検査・治療・予後について理解し，科学的根拠に
基づいた看護を展開する能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅳ

 各系統別の疾患と発生機序，主な疾患の診断・
検査・治療・予後について理解し，科学的根拠に
基づいた看護を展開する能力を修得する。 1

後
30 1 ○ ○ ○

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

- 7 -



必
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選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 病態生理学Ⅴ

 各系統別の疾患と発生機序，主な疾患の診断・
検査・治療・予後について理解し，科学的根拠に
基づいた看護を展開する能力を修得する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 放射線医学

 画像診断，放射線治療，放射線防護についての
基礎的知識を深め，看護実践において活用できる
能力を修得する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 薬理学

 基本的な薬物の種類と作用・機序・特徴を学
び，人体への影響を理解し看護実践において活用
できる能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 公衆衛生学

 地域での看護専門職の役割として公衆衛生シス
テム・地域保健活動の知識と実践能力を修得す
る。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉Ⅰ

 現代社会における社会福祉にどのような問題が
あるのかを知り，医療従事者として学習しておく
べき社会福祉に関する知識と「福祉の心」を修得
する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉Ⅱ

 現代社会における社会福祉にどのような問題が
あるのかを知り，医療従事者として学習しておく
べき社会福祉に関する知識と「福祉の心」を修得
する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 関係法規

 医療・生活に関する諸制度の概要と諸法令を理
解し，看護職として国民の健康を守り，与えられ
た職責を正しく遂行する能力を修得する。

2
後

15 1 ○ △ ○ ○

○ 保健医療論
 生活に深くかかわる保健・医療システムや医療
技術の現状と課題を理解する能力を修得する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ論

 リハビリテーションを受ける対象者の身体的・
心理的・社会的立場を理解し，具体的なリハビリ
テーション援助法を修得する。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅰ

 看護者は豊かな人間性や優れた人権意識，明確
な目的意識に根差した人材が求められる。した
がって生命を大切にし，相手を尊重して行動でき
る豊かな感性を育成することが重要である。
看護倫理は，看護における倫理の必要性を理解す
る。また，看護の歴史を学ぶことで，現在の看護
を取り巻く状況や今後の課題を理解する能力を修
得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅱ

 看護理論の変遷について理解し，看護に対する
考えを深め，自己の看護観を構築する。

1
前

15 1 ○ △ ○ ○
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数
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・
実
習
・
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校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 基礎看護学Ⅲ
 看護の対象者を全人的に把握し，問題と援助の
方法を明確化する。そして，対象者のニーズに
あった具体的方法を展開できる能力を修得する。

1
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅳ

 あらゆる健康レベルにある人々を対象に，それ
ぞれの健康状態を把握する能力を修得する。ま
た，対象者がその人らしく生活するにはどのよう
な看護が必要かということを判断する能力を修得
する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅴ

 環境調整技術は，看護者は環境を多角的にとら
え，対象者の安全・安楽への配慮を具体的な行為
として実践できる能力を修得する。日常生活活動
全般の根幹にかかわる活動・休息の意味と意義を
深く考え，対象者一人ひとりのセルフケア能力や
個別の状況に応じた援助方法を工夫し，実施でき
る能力を修得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅵ

 自分自身で身体を清潔に保つことや，必要に応
じて衣服を着替えることが困難な状況にある人た
ちへの援助技術を修得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅶ

 人が生きることの根幹にかかわる食事という行
為の意味と意義を深く考え，それに配慮できる能
力を修得する。また, 対象者の個別性を大切に
し，自立を促し，羞恥心を最小限にすることがで
きるような排泄援助技術を修得する。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅷ

 既習のコミュニケーション技術を活用し，看護
実践において対象者との関係を成立・発展させる
ための高度なコミュニケーション能力を修得す
る。さらに,看護における教育・指導技術を理解
する。

1
前
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅸ

 対象者にとっての安全な治療・処置の実際，対
象者の健康状態を把握し，看護の必要性を的確に
判断できる能力を修得する。

1
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅹ

 対象者自身にしか体験・理解することができな
い苦痛への緩和法，それに対する安楽確保の技
術，また，与薬に必要な技術を修得する。

1
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 基礎看護学Ⅺ

 看護の対象の健康を経過別に分け，それぞれの
経過をたどる患者の看護を学び, 実際の援助の方
法を理解する。また，主要症状について理解し，
その患者の看護について理解する。

1
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
基礎看護学実習

Ⅰ

 生活者としての人間を包括的に理解する必要が
ある。特にコミュニケーションを通して対象者を
理解する。対象者の療養生活や，日常生活援助を
通して，看護活動の必要性を認識し，看護を実施
するための基礎的な方法を修得する。

1
後

45 1 ○ ○ ○ ○

○
基礎看護学実習

Ⅱ

 看護の対象となる対象者は，同一の条件下にお
いて入院生活を送っているわけではない。多様な
状況と病状に合わせた看護を行う必要がある。
学内で学んだ知識・看護技術を生かし，個々の対
象者の状態に合わせて日常生活援助を計画・実施
することが必要である。さらに，看護過程の構造
を理解し，看護過程の展開を経験することによ
り，一人の対象者に対し，適切な看護を行ってい
く場合の問題解決過程の重要性を認識するため。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○
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外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 成人看護学Ⅰ

 成人看護学概論として，成人期を発達理論から
学ぶ。ライフサイクルにおいて長いスパンである
成人期の健康観，死について，また成人期におけ
る健康障害や健康危機状況，看護の特徴について
の学びを深める。さらに成人看護に有用な概念に
ついて理解できる能力を修得する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 成人看護学Ⅱ
 急激な身体侵襲により急性期から回復期のある
対象の特徴および看護を理解する。 2

前
30 1 ○ △ ○ ○ △

○ 成人看護学Ⅲ

 手術療法を受ける対象と周手術期の看護を理解
する。また，健康危機状況におけるセルフケア再
獲得に向けての看護を理解する。

2
前

30 1 ○ ○ ○ △

○ 成人看護学Ⅳ

 何らかの健康障害を有し，日々の生活や社会生
活に支障をきたしている人とその家族が，障害を
抱えながらもその人らしい生活を再構築していく
過程を援助する方法を修得する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 成人看護学Ⅴ

 慢性期にある健康障害をもつ成人が，病気とと
もに生きていく過程を理解し，援助の方法を修得
する。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 成人看護学Ⅵ

 人生の終焉を迎える成人を理解し，援助の方法
を修得する。その一方法として，緩和ケアにおけ
る東洋医学の活用，リンパ浮腫治療について学
び，緩和ケアについて理解を深める。さらにグ
リーフケアについて理解し，自己の死生観を深め
る能力を修得する。

2
後

30 1 ○ ○ ○ △

○ 老年看護学Ⅰ

 老年看護学概論として，ライフサイクルにおけ
る老年期の特徴を理解する。また，加齢に伴う老
化を理解し，老年者の尊厳について理解を深め
る。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 老年看護学Ⅱ

 加齢による身体的・精神的・社会的機能の変化
が高齢者の生活に及ぼす影響を理解する。また，
高齢者の生活機能の視点からアセスメントし，安
全・安楽・自立をふまえた援助の方法を理解す
る。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 老年看護学Ⅲ

 健康障害を持つ高齢者の特徴をアセスメント
し，その健康レベルに応じた援助の方法を理解す
る。検査・治療・リハビリテーション・手術を受
ける高齢者の看護について、終末期における高齢
者と家族への看護について理解する。

2
前
後

30 1 ○ △ ○ ○ △

○ 老年看護学Ⅳ

 老年期におこりやすい疾病・障害に応じた看
護・援助方法を理解する。また，認知症をもつ高
齢者の特徴を理解し、コミュニケーションの方法
を修得する。

2
後

15 1 ○ △ ○ ○ △

○ 小児看護学Ⅰ

 小児看護学概論として，小児各期の成長・発達
を理解する。また，小児を取り巻く社会情勢や法
的制度について理解する能力を修得する。

1
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 小児看護学Ⅱ

 入院・受診が必要な小児の特徴を理解する。ま
た，小児特有な健康障害に対する検査・処置・プ
レパレーションの方法を修得する。

2
前

15 1 ○ △ ○ ○ △

○ 小児看護学Ⅲ

 小児期に特徴的な疾患の病態・診断・治療を理
解し，小児看護に必要な看護技術を修得する。 2

後
30 1 ○ △ ○ ○
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○ 小児看護学Ⅳ

 先天性疾患・障害をもつ小児と家族の看護を理
解する。また，小児期に特徴的な疾患の病態・症
状・診断・治療について修得する。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 母性看護学Ⅰ

 母性看護学概論として，ライフサイクルからみ
た女性の特徴を理解する。また，ライフステージ
各期の女性の成熟過程を理解する。さらにリプロ
ダクティブヘルスケアに関する知識を修得する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 母性看護学Ⅱ

 代表的な女性生殖器疾患と不妊の原因及び検
査・治療，不妊治療を受ける人への看護を理解す
る。また，妊娠における女性の身体的・精神的・
社会的変化を理解する。

2
前

15 1 ○ △ ○ ○

○ 母性看護学Ⅲ

 周産期における妊娠・分娩時の女性の身体的・
心理的・社会的変化を理解する能力を養う。ま
た，妊娠・分娩時の援助の方法を修得する。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 母性看護学Ⅳ

 周産期における産褥期の進行性変化を知り，状
態に応じた援助の方法を学ぶ。また，出生直後か
らの新生児への関わり方を修得する。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 精神看護学Ⅰ

 日本の精神医療の現状と精神保健医療福祉の歴
史を知り、精神看護の対象・目的・機能及び役割
を理解する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 精神看護学Ⅱ

 主な精神症状・状態について理解し、疾患の診
断と治療を理解する能力を修得する。 2

前
15 1 ○ ○ ○

○ 精神看護学Ⅲ

 精神症状のアセスメント方法と看護について理
解し，精神科における身体的援助方法を修得す
る。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 精神看護学Ⅳ

 精神障害者の入院から退院に至るまでの看護に
ついて理解し，地域生活を支援するための方法を
修得する。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○
成人看護学実習

Ⅰ

 成人期にある人の特徴を理解し，健康増進・維
持・管理・健康障害から回復への援助や健康障害
をもつ成人期にある対象の理解とコミュニケー
ション方法を修得する。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実習

Ⅱ

 慢性疾患をもつ対象の健康障害，診断・治療に
応じた看護過程の展開を通し，対象および家族へ
のセルフケアやQOLを高めるための援助方法を修
得する。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実習

Ⅲ

 周手術期にある成人期の対象の理解と，看護過
程の展開を通し，回復過程に応じた看護の実際を
理解する。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
老年看護学実習

Ⅰ

 加齢に伴う変化や健康問題を抱えながら入院生
活を送る高齢者を理解し，患者のニーズに応じた
日常生活援助技術を修得する。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学実習

Ⅱ

 老年期の身体的・精神的・社会的特徴をふま
え，健康を障害された入院生活を送る高齢者を理
解し，対象の生活機能の傷害と程度を踏まえ対象
のニーズに応じた看護を修得する。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 小児看護学実習

 成長・発達を続ける小児の特徴を理解し，あら
ゆる健康状態にある小児とその家族に対する看護
を実践できる能力を養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 母性看護学実習

 周産期における母性機能および新生児の身体的
特性，心理的・社会的変化を理解するともに，妊
産褥婦・新生児とその家族を対象に次代の健全な
育成に向けての適切な援助技術と，母性看護の基
本的な実践力を養い，自己の母性観・父性観を高
める。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 精神看護学実習

 精神の健康障がいを持つ対象を全人的に理解
し，治療的な患者－看護師関係を活用しながら，
セルフケア拡大に向けた援助を実施する。また，
その過程を通して，自己洞察できる能力と精神看
護観を養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 在宅看護論Ⅰ

 在宅看護の対象者とその家族の社会的な背景を
知り，在宅看護の必要性，目的・役割と支援に行
われている継続看護のための支援の在り方を理解
する。また，訪問看護の展開について必要な知識
を修得する。

2
前

30 1 ○ ○ ○ △

○ 在宅看護論Ⅱ

 在宅看護で求められる看護技術を理解し，援助
方法を学ぶ。また，訪問時の看護師のマナーにつ
いて実践できる能力を修得する。

2
前

30 1 ○ ○ ○ △

○ 在宅看護論Ⅲ

 医療処置を必要とする療養者への在宅での特殊
援助技術を修得する。 2

後
30 1 ○ ○ ○

○ 在宅看護論Ⅳ

訪問看護を必要とする対象者の疾患と，支援方法
の実際を理解する。 2

後
15 1 ○ ○ ○ △

○
看護の統合と実

践Ⅰ

 看護サービスを提供するためにあらゆる社会資
源をどのように活用するかは重要なことであり，
それらの維持と活用するためのしくみを学ぶ。看
護マネジメントに必要な知識や技術を修得し，看
護職個人として及び組織としての安全管理につい
ての学びを修得する。

2
後

30 1 ○ ○ △ ○

○
看護の統合と実

践Ⅱ

 医療の安全対策に取り組む姿勢を修得する。さ
らに実際の医療事故から安全対策を考える能力を
修得する。

2
後

30 1 ○ ○ △ ○

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
看護の統合と実

践Ⅲ

 災害直後から支援できる看護の基礎的知識を修
得する。また国際協力における看護師の役割につ
いて考える能力を修得する。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
看護の統合と実

践Ⅳ

 事例研究を実際に行い，研究計画書の作成から
プレゼンテーションまでのプロセスを体験する。
看護研究の科学的な視点によりクリティークする
能力を修得する。
また，看護技術の総合的な実践能力を修得する。

2
後
3
通

45 1 △ ○ ○ ○

○ 在宅看護論実習

 地域で生活するさまざまなライフステージ・健
康レベルにある人々や家族を理解し、健康を保
持・増進し，QOLを向上させるための看護活動に
ついて学ぶ。また，対象を支える社会資源を知
り，現状の生活をふまえた看護を実践できる基礎
的能力を養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 統合実習

 臨床実践に近い形で知識・技術を統合する必要
がある。卒業後，臨床現場にスムーズに適応する
ことができるように，既習実習で学んだ内容を
チーム医療及び他職種との協働の中で看護をマネ
ジメントできる基礎的能力を修得する。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

○

リンパ浮腫治療
学

　日本におけるリンパ浮腫の現状やリンパ浮腫の
治療、並びに循環器系の全体像、血液とリンパ液
の循環などの基礎医学知識を身につける。 全

通
94 △ ○ ○ ○

　　　85科目

　学年末・各学期末に行う試験・実習の成果・履修状況等を総合的に勘案し行う。
　出席時数が授業時数の３分の２に達しない者は、その科目について評価を受けることができ
ない。
　毎学年ごと授業日数の３分の１以上欠席したものは進級、卒業せしめないとする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

（留意事項）

企
業
等
と
の
連
携

合計 3000時間(   98単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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